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令和６年仙審第５号 

裁    決 

漁船Ａ岩場衝突事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官荒木信也出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和４年７月１７日０５時５０分 

 宮城県仙台塩釜港塩釜第３区の二ツ島東岸 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 漁船Ａ 

  総 ト ン 数 １９トン 

  全    長 ２４.００メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関 

   出       力 ６０３キロワット 
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３ 事実の経過 

  Ａは、平成２０年４月に進水し、操舵室を船体ほぼ中央に配し、同

室前部右舷側に操縦者用として背もたれ付きの椅子を、中央に舵輪を、

左舷側に魚群探知機及び機関監視パネルをそれぞれ配置し、同椅子の

前方に右舷から順にＧＰＳプロッター及びレーダーを、舵輪の前方に

右舷から順に船内監視モニター、自動操舵装置及び潮流計をそれぞれ

備え、まぐろはえなわ漁業に従事するＦＲＰ製漁船で、ａ受審人ほか

インドネシア共和国籍の船員４人を含む６人が乗り組み、積載してい

た漁獲物を水揚げする目的で、船首１.３メートル船尾２.９メートル

の喫水をもって、令和４年７月１７日０５時００分仙台塩釜港塩釜第

１区を発し、宮城県気仙沼港に向かった。 

  ところで、ａ受審人は、発航日前日２０時頃仙台塩釜港に入港した

のち、平素のとおり約８時間の睡眠をとっていたことから、発航時、

睡眠不足の状態ではなかったものの、７日間連続して７時間ないし 

１０時間の操業を行っていたことにより疲労が蓄積していた。 

  ａ受審人は、単独で船橋当直に就き、ＧＰＳプロッター及び６海里

レンジのヘッドアップ表示としたレーダーをそれぞれ作動させ、椅子

に腰掛けた姿勢で、機関及び舵を制御するための遠隔操縦リモコンを

持って操船に当たり、航路に沿って東行し、仙台塩釜港塩釜第３区に

所在の高島根灯浮標北方沖合に至り、０５時２４分少し過ぎ塩釜小浜

Ｂ防波堤灯台（以下「Ｂ防波堤灯台」という。）から０６７度（真方

位、以下同じ。）１.２３海里の地点で、針路を１２２度に定め、 

８.０ノットの速力（対地速力、以下同じ。）で、手動操舵によって

進行した。 

  ａ受審人は、レーダー画面で船首方約６００メートルのところに２

隻の船舶が漂泊しているのを認め、同２隻の船舶から離れ、減速して
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航行することとし、０５時２６分半少し過ぎＢ防波堤灯台から０７８

度１.４５海里の地点で、右舵約３度をとり、６.０ノットの速力とし

て、右旋回を開始した。 

  ａ受審人は、０５時２９分半少し過ぎＢ防波堤灯台から０８７.５

度１.６０海里の地点に達し、船首が１５９度を向いたとき、疲労に

加え、前示２隻の漂泊船のほかに周囲に航行の支障となる他船を見掛

けなかったことから気が緩んで眠気を催したが、すぐに漂泊船を航過

して針路を修正するので、針路を修正するまでは居眠りに陥ることは

ないと思い、椅子から立ち上がって操船に当たるなど、居眠り運航の

防止措置を十分にとらなかった。 

  こうして、ａ受審人は、同じ姿勢を続けるうち、いつしか居眠りに

陥り、２隻の漂泊船を航過したものの、緩やかに右旋回を続けて二ツ

島に向かい、０５時５０分Ｂ防波堤灯台から０７９.５度１,２８０メ

ートルの地点において、Ａは、船首が０２８度を向いたとき、原速力

のまま、同島東岸の岩場に衝突した。 

  当時、天候は霧で風力２の東南東風が吹き、潮候は下げ潮の初期に

あたり、視程は約３００メートルで、三陸沖西部には海上濃霧警報が

発表されていた。 

  衝突の結果、船首部外板に破口等を生じたが、のち修理され、乗組

員１人が右鎖骨遠位端骨折を負った。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件岩場衝突は、仙台塩釜港塩釜第３区において、出航中、居眠り運

航の防止措置が不十分で、二ツ島に向かって進行したことによって発生

したものである。 

 ａ受審人は、仙台塩釜港塩釜第３区において、出航中、椅子に腰掛け
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た姿勢で操船に当たり、船首方の漂泊船を避ける目的で右舵をとったの

ち、疲労に加え、同漂泊船のほかに周囲に航行の支障となる他船を見掛

けなかったことから気が緩んで眠気を催した場合、居眠りに陥らないよ

う、椅子から立ち上がって操船に当たるなど、居眠り運航の防止措置を

十分にとるべき注意義務があった。しかるに、同人は、すぐに漂泊船を

航過して針路を修正するので、針路を修正するまでは居眠りに陥ること

はないと思い、居眠り運航の防止措置を十分にとらなかった職務上の過

失により、同じ姿勢で操船を続けて居眠りに陥り、二ツ島に向かって進

行して同島東岸の岩場への衝突を招き、船体に損傷を生じさせ、乗組員

１人を負傷させるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和７年５月２２日 

     仙台地方海難審判所 

          審 判 官  八  田  一  郎 

 


